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あいさつ
第4回国際日本文学研究集会の開会にあたりまして一言ご挨拶申し上げま
す。
日本文学に関する研究会・学会は日本国内に多数ありまして、活発な研究
集会が聞かれているわけですが、外国の方々とご一緒に日本文学の様々な問
題を考えるという、国際的な研究集会というものは、長年ほとんどありませ
んでした。そこで私共は、海外の方々からのかねてのご希望も伺っていまし
たので、 1977年に第1回の国際日本文学研究集会を当館において開催いたし
ました。当時、初めての企画でしたし、大変将来を危倶していたのですけれ
ども、幸いにして参加された方々からと好評をいただきましたので、これに勇
気づけられて引き続き毎年1回開催する乙とを決心いたしました。乙乙lζ第
4回目が聞かれますのも皆様のご支援、ご協力によるところが大きいと存じ
ます。
国文学研究資料館は1972年の 5月に設立された大学の共同利用機関ですが、
その主な事業をかいつまんで申し上げますと、現存する明治以前の日本文学
に関する文献資料を国の内外にわたって広く調査し、そのテキストをマイク
ロフィルムに収めて研究に役立てようという主旨のもとにつくられたもので、
文献資料の収集・利用が本館の目的の一つです。さらにもう一つの目的と申
しますのは、日本文学に関する研究文献など、あらゆる研究情報を収集整理
して、研究者に提供し利用していただくということです。
今日、日本文学の研究は国内に限りましても非常に盛んで、毎年、論文の
出る数は、 5千点に達していますし、単行本として出版されるものは 5百点
以上になるかと思います。乙のようなおびただしい研究情報を知ることはな
かなか容易なことではありません。そ乙で国文学研究資料館では、それらの
情報を収集し、コンピューターに入力しまして、研究論文や研究書が、何時、
ど乙で、発表（出版）されたかを敏速にお知らせできるようにしたいと思っ
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ています。さらに本年から単に1868年以前の日本文学の作品に限らず、すべ
ての古典籍総合目録を作製し、伝本の所在や活字化の状況など諸々の情報を
集積したいと考え、企画を進めております。乙れは一見国文学の領域から逸
脱するように見えますが、しかし昨今の国文学の研究は、作品のみの調査だ
けでは不十分で、当時の歴史であるとか、あるいは時には医学・本草のこと
まで調べなければならないような場合がしばしば生じています。それ故、そ
ういった広い意味での文化遺産の情報を網羅した目録を乙しらえたいと考え
ているわけです。この目録については、将来は国文学者だけではなくて、幅
広い日本の文化を考える万々にもご利用いただけるようになる乙とと存じま
す。
要するに国文学研究資料館は、文献資料の調査・研究と、研究情報の収集・
整備を中心とした日本文学あるいは文化の研究センターというべきもので
ありますが、特に強調したい乙とは、本館が収集した文献、情報を内外の研
究者各位に大いに利用していただき、そして当館を共同研究の場にしたいと
いう乙とです。
本日、外国からお見えになった方々の中には、研究上いろいろと不便を感
じていらっしゃる万もあるかと思いますが、そのような方々に対しても私共は
できる限り、御相談l乙応じ、御便宜をおはかりしたいと考えておりますので、
乙の国文学研究資料館につきましでも何なりと御意見をお寄せ下さいますよ
うお願い申し上げます。
国際日本文学研究集会は以上のような本館の設立の主旨・目的に添いまし
て、内外の日本文学研究者の参集を求め、研究発表と討論によって研究者相
互の国際交流あるいは共同研究を行い、広い視野から日本文学研究の発展を
計ることを目的として開いたものです。本年ご参加下さいました方々は約120
名の多数に及んでおります。乙のように、前回にも増して多数の方々のと参
加を得ました乙とは主催者として大変ありがたく、心からお礼を申し上げる
次第です。
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なお、私共は毎年1回、 11月の中旬頃にこの研究集会を聞きたいと考えて
おりますので、お含みおき願いたいと思います。ただ、 1983年には、日本学
術会議などのお世話で、国際東洋学会議が、 8、9月頃、外国から多勢の方
をお迎えして聞かれる予定になっております。日本文学も東洋学の一部門で
ありますから、私共はよろこんで、乙の東洋学会議l乙参加し、その中で応分の
役割を果したいと考えております。そのため1983年の場合のみ、海外から東
洋学会議に参加される日本文学関係の方々のご便宜をはかる意味で、この会
議の前後に当研究集会を開く乙とがあるかもしれません。
本日は朝から雲がうすれまして、青空の澄みわたる大変よい天気になりま
した0・乙のような秋晴の好天の下、 2日聞に亘って、行われる乙の集会で、
ディスカッションや、歓談などを通じて国際交流の実をあげていただくこと
を私共は期待しております。またそのことが、日本文学の将来の発展のため
に非常に大きな収益となるであろう乙とを信じております。
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